
データサイエンス入門 授業プリント No.9 

【データの代表】（その２） 
平均値以外にデータを代表するような統計量は… 
平均値以外の統計量というと，最大値や最小値といったものが思いつくかもしれませんが，デー

タの特徴を表す重要なものとして「ばらつき」があります。例えば，長さ 1cm,2cm,3cm,4cm,5cm

の小さな棒 10 本セットが３組あり，平均がすべて 3cm だとします。その３組のヒストグラムが

次のようになった場合，「ばらつき」はどうでしょう？ 

 
どのくらいバラバラになっているのか，逆を言うとどのくらい均一になっているのかを表す統

計量を見てみましょう。 

例１．バス停にバスが到着する時刻の「ばらつき」 
6 時 30 分着のバスの最近 1 週間の到着時刻が次の表のようになっていた場合を考えて見ましょ

う。   6 時 30 分着のバスの最近 1 週間の到着時刻の記録（分のみ） 
曜日 日 月 火 水 木 金 土 平均値 

到着時刻 27 34 29 31 33 34 29 31 

平均値との差         

         

→到着時刻を平均すると 31 分になることがわかります。平均値からの差（ずれ）はすぐに求め

ることができる。この平均値との差のことを（      ）という。しかし，この値は平

均すると０（ゼロ）になってしまうので，平均的な差（ずれ）を差の（       ）で

は表すことができない。 

→そこで，差（ずれ）がプラス・マイナスで打ち消し合わないようにする工夫として平均値と

の差を（      ）すると，平均値が０にならないようにすることができる。こうして

得られた平均値を（      ）という。例であれば（    ）分 2 

→そのままだと単位が異なるので，（      ）の平方根をとって単位を元に戻すことがで

きる。この値を（        ）といい，重要な統計量である。例だと約（    ）分 
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［練習７］例に挙げた 6 時 30 分着のバスの最近 1 週間の到着時刻の記録の表を，Classroom で

配付するスプレッドシートの空欄に計算式を入力して完成させてください。 

例２．貯蓄現在高の分布の「ばらつき」 

 
貯蓄現在高階級別世帯分布（2 人以上世帯）  （2022 年家計調査） 

例１の場合，平均値を元に「ばらつき」を表す（        ）を求めていました。つま

り，分布が平均値を代表値にできる（        ）に近い場合に使うものになります。

しかし，以前紹介した貯蓄現在高のような偏った分布では，代表値としては平均値よりも

（       ）の方が適しています。 

→例２のような偏った分布の「ばらつき」を表すには，（           ）を使う。こ

れは，データを大きさ順に並べたときの 4 分の 1〜4 分の 3 の間の範囲をいう。つまり，この

範囲には半数のデータが含まれることになる。 

［考えてみよう７］例２の貯蓄現在高の四分位範囲を求めてみましょう。グラフの各階級の上

に表示されているのが世帯の割合です。 
 
 
 
 
 
 
四分位範囲は，（     ）万円〜（      ）万円の範囲 
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２ 約３分の２の世帯が貯蓄現在高の平均値（1901万円）を下回る。 
貯蓄現在高の内訳は、通貨性預貯金が14年連続の増加、定期性預貯金が２年ぶりの減少 

図２ 貯蓄現在高階級別世帯分布（二人以上の世帯）－2022年－ 
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●二人以上の世帯について貯蓄現在高階級別の世帯分布をみると、貯蓄現在高の平均値（1901万円）を
下回る世帯が約３分の２（66.3％）を占め、貯蓄現在高の少ない階級に偏った分布となっている。 

 
●貯蓄の種類別に貯蓄現在高の推移をみると、通貨性預貯金、「生命保険など」及び金融機関外は、前年
に比べ増加となっている。通貨性預貯金は、634万円で、前年に比べ50万円、8.6％の増加となり、14
年連続の増加となっている。 定期性預貯金は、578万円で、前年に比べ37万円、6.0％の減少となり、
２年ぶりの減少となっている。                                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注１）貯蓄保有世帯の中央値とは、貯蓄「０」世帯を除いた世帯を貯蓄現在高の少ない方から順番に並べたときに、
ちょうど中央に位置する世帯の貯蓄現在高をいう。 

注２）標準級間隔100万円（貯蓄現在高1000万円未満）の各階級の度数は縦軸目盛りと一致するが、貯蓄現在高1000
万円以上の各階級の度数は階級の間隔が標準級間隔よりも広いため、縦軸目盛りとは一致しない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 貯蓄の種類別貯蓄現在高及び構成比の推移（二人以上の世帯） 

注）（ ）内は、貯蓄現在高に占める割合 



データサイエンス入門 授業プリント No.9 

【データの代表】（その２） 
平均値以外にデータを代表するような統計量は… 
平均値以外の統計量というと，最大値や最小値といったものが思いつくかもしれませんが，デー

タの特徴を表す重要なものとして「ばらつき」があります。例えば，長さ 1cm,2cm,3cm,4cm,5cm

の小さな棒 10 本セットが３組あり，平均がすべて 3cm だとします。その３組のヒストグラムが

次のようになった場合，「ばらつき」はどうでしょう？ 

 
どのくらいバラバラになっているのか，逆を言うとどのくらい均一になっているのかを表す統

計量を見てみましょう。 

例１．バス停にバスが到着する時刻の「ばらつき」 
6 時 30 分着のバスの最近 1 週間の到着時刻が次の表のようになっていた場合を考えて見ましょ

う。   6 時 30 分着のバスの最近 1 週間の到着時刻の記録（分のみ） 
曜日 日 月 火 水 木 金 土 平均値 

到着時刻 27 34 29 31 33 34 29 31 

平均値との差 -4 +3 -2 0 +2 +3 -2 0 

(平均値との差)2 16 9 4 0 4 9 4 6.6 

→到着時刻を平均すると 31 分になることがわかります。平均値からの差（ずれ）はすぐに求め

ることができる。この平均値との差のことを（  偏差  ）という。しかし，この値は平

均すると０（ゼロ）になってしまうので，平均的な差（ずれ）を差の（  平均値  ）で

は表すことができない。 

→そこで，差（ずれ）がプラス・マイナスで打ち消し合わないようにする工夫として平均値と

の差を（  ２乗  ）すると，平均値が０にならないようにすることができる。こうして

得られた平均値を（  分散  ）という。例であれば（ 6.6 ）分 2 

→そのままだと単位が異なるので，（  分散  ）の平方根をとって単位を元に戻すことがで

きる。この値を（  標準偏差  ）といい，重要な統計量である。例だと約（ 2.6 ）分 
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［練習７］例に挙げた 6 時 30 分着のバスの最近 1 週間の到着時刻の記録の表を，Classroom で

配付するスプレッドシートの空欄に計算式を入力して完成させてください。 

例２．貯蓄現在高の分布の「ばらつき」 

 
貯蓄現在高階級別世帯分布（2 人以上世帯）  （2022 年家計調査） 

例１の場合，平均値を元に「ばらつき」を表す（  標準偏差  ）を求めていました。つま

り，分布が平均値を代表値にできる（  正規分布  ）に近い場合に使うものになります。

しかし，以前紹介した貯蓄現在高のような偏った分布では，代表値としては平均値よりも

（  中央値  ）の方が適しています。 

→例２のような偏った分布の「ばらつき」を表すには，（   四分位範囲   ）を使う。こ

れは，データを大きさ順に並べたときの 4 分の 1〜4 分の 3 の間の範囲をいう。つまり，この

範囲には半数のデータが含まれることになる。 

［考えてみよう７］例２の貯蓄現在高の四分位範囲を求めてみましょう。グラフの各階級の上

に表示されているのが世帯の割合です。 
 
 
 
 
 
 
四分位範囲は，（ ４００ ）万円〜（ ２５００ ）万円の範囲 
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２ 約３分の２の世帯が貯蓄現在高の平均値（1901万円）を下回る。 
貯蓄現在高の内訳は、通貨性預貯金が14年連続の増加、定期性預貯金が２年ぶりの減少 

図２ 貯蓄現在高階級別世帯分布（二人以上の世帯）－2022年－ 

100100 200 300400 500600 700 800 900 1000 1200 1400 1600 1800 2000 2500 3000 4000
万   万
円 ～ ～   円
未 200 300 400500 600700 800 900 1000 1200 1400 1600 1800 2000 2500 3000 4000   以
満   上

（標準級間隔100万円）

～ ～ ～ ～～ ～

万円未満

～ ～ ～ ～万円以上 ～ ～ ～ ～ ～
9.7 

5.4 

4.6 4.6 4.2 4.5 

3.6 3.5 3.6 

2.7 
6.1 

4.7 
3.8 3.9 

3.1 7.0 
5.3 7.4 

平均値 1901万円

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0
（％）

標
準
級
間
隔
に
お
け
る
世
帯
割
合

貯蓄保有世帯の中央値 1168万円
（貯蓄「０」世帯を含めた中央値（参考値）1091万円）

12.5 

442 460 494 556 584 634

712 657 644 607 615 578

377 362 345 357 357 362

246
234 234 240

295 294

36 39 39 31
29 33

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2017年 2018 2019 2020 2021 2022

(万円) 1880万円
1812万円

(2.2%)

(13.3%)

生命保険など

有価証券

金融機関外1791万円1752万円
(1.7%)

(1.5%)

(19.0%)

定期性預貯金

通貨性預貯金

(19.9%)

(30.4%)

1755万円

(33.4%)(24.4%)

(33.9%)

金
融
機
関

1901万円
(1.7%)

(15.5%)

(39.3%)

(20.8%)

(13.6%)

(2.0%) (2.2%)

(13.4%)

(20.7%)

(37.5%)

(26.3%)

(19.7%)

(36.7%)

(28.1%)

(13.4%)

(31.0%) (31.1%)

(32.7%)

(19.0%)

(15.7%)

 
 
 
●二人以上の世帯について貯蓄現在高階級別の世帯分布をみると、貯蓄現在高の平均値（1901万円）を
下回る世帯が約３分の２（66.3％）を占め、貯蓄現在高の少ない階級に偏った分布となっている。 

 
●貯蓄の種類別に貯蓄現在高の推移をみると、通貨性預貯金、「生命保険など」及び金融機関外は、前年
に比べ増加となっている。通貨性預貯金は、634万円で、前年に比べ50万円、8.6％の増加となり、14
年連続の増加となっている。 定期性預貯金は、578万円で、前年に比べ37万円、6.0％の減少となり、
２年ぶりの減少となっている。                                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注１）貯蓄保有世帯の中央値とは、貯蓄「０」世帯を除いた世帯を貯蓄現在高の少ない方から順番に並べたときに、
ちょうど中央に位置する世帯の貯蓄現在高をいう。 

注２）標準級間隔100万円（貯蓄現在高1000万円未満）の各階級の度数は縦軸目盛りと一致するが、貯蓄現在高1000
万円以上の各階級の度数は階級の間隔が標準級間隔よりも広いため、縦軸目盛りとは一致しない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 貯蓄の種類別貯蓄現在高及び構成比の推移（二人以上の世帯） 

注）（ ）内は、貯蓄現在高に占める割合 
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